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  バ ン グ ラ デ シュ 政 府 は ⽇ 本 政 府 に 対 し て、 マ タ バ リ ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 フェー ズ 2 事 業 （ 
1200MW ） の ⽀ 援 を 求 め て お り 、 ⽇ 本 政 府 は フェー ズ 2 事 業 へ の 公 的 ⽀ 援 を 検 討 し て い ま 1

す。  私 た ち 14 カ 国 の 28 団 体 は、 安 倍 ⾸ 相、 関 係 ⼤ ⾂、 JICA に 対 し て、 下 記 の 理 由 か ら、 同 
フェー ズ 2 事 業 へ の 公 的 ⽀ 援 を ⾏ わ な い よ う 要 請 し ま す。  
 
理 由 1 ︓ 新 規 の ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 は パ リ 協 定 の ⻑ 期 ⽬ 標 と の 整 合 性 が な く、 ⽇ 本 政 府 の 「パ リ 協 
定 に 基 づ く 成 ⻑ 戦 略 と し て の ⻑ 期 戦 略」 に 反 し て い る こ と  
      ⽇ 本 政 府 は 「パ リ 協 定 に 基 づ く 成 ⻑ 戦 略 と し て の ⻑ 期 戦 略」 （ 2019 年 6 ⽉ 閣 議 決 定） で、 
「海 外 に お け る エ ネ ル ギー イ ン フ ラ 輸 出 を、 パ リ 協 定 の ⻑ 期 ⽬ 標 と 整 合 的 に 世 界 の CO2 排 
出 削 減 に 貢 献 す る た め に 推 進 し て い く」 と 定 め て い ま す。 パ リ 協 定 の ⻑ 期 ⽬ 標 を 達 成 す る た 
め に は、 バ ン グ ラ デ シュ の よ う な 途 上 国 で あっ て も 2040 年 ま で に ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 の 運 転 を 完 
全 に 停 ⽌ す る 必 要 が あ る た め 、 例 え ⾼ 効 率 で あっ て も 新 規 の ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 所 建 設 は パ リ 協 2

定 と の 整 合 性 が な い こ と は 明 ら か で す。  
 
理 由 2 ︓ バ ン グ ラ デ シュ に お い て ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 は コ ス ト ⾼ で あ り、 ⽇ 本 政 府 の エ ネ ル ギー 基 
本 計 画 に お け る 4 要 件 を 満 た し て い な い こ と  
  バ ン グ ラ デ シュ に お い て、 太 陽 光 発 電 の 想 定 さ れ る 均 等 化 発 電 原 価 （ LCOE ） が 91 ド ル 
/MWh で あ る の に 対 し、 ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 の 平 均 は 110 ド ル /MWh と なっ て お り 、 同 国 に お い て 3

新 規 の ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 所 を 建 設 す る 経 済 的 妥 当 性 は な く なっ て い ま す。 ま た、 国 際 協 ⼒ 機 構 （ 

1  Energy   Bangla   "Plan   to   construct   2nd   power   plant   to   reduce   cost   of   Matarbari   project"   (May   31,  
2019)  
http://energybangla.com/plan-to-construct-2nd-power-plant-to-reduce-cost-of-matarbari-project/  
2  Climate   Analytics   "Global   and   regional   coal   phase-out   requirements   of   the   Paris   Agreement:   Insights  
from   the   IPCC   Special   Report   on   1.5°C"   (September   23,   2019)  
https://climateanalytics.org/publications/2019/coal-phase-out-insights-from-the-ipcc-special-report-on- 
15c-and-global-trends-since-2015/  
3  Kenji   Shiraishi,   etc.   "Identifying   High   Priority   Clean   Energy   Investment   Opportunities   for  
Bangladesh"   (February   18,   2018)  
http://www.icccad.net/wp-content/uploads/2014/05/Identifying_investment_Opportunities-for-clean-en 
ergy-options-in-Bangladesh.pdf  
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JICA ） が ⽀ 援 し て い る マ タ バ リ ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 の フェー ズ 1 事 業 の コ ス ト は 160 ド ル /MWh と 想 
定 さ れ て お り、 極 め て ⾼ 額 な 事 業 に なっ て い ま す 。 し た がっ て、 フェー ズ 2 事 業 を ⽀ 援 す る 4

こ と は、 ⽇ 本 政 府 の エ ネ ル ギー 基 本 計 画 （ 2018 年 7 ⽉ 閣 議 決 定） の ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 の 輸 出 に 関 
す る 4 要 件 の 1 つ で あ る 「エ ネ ル ギー 安 全 保 障 及 び 経 済 性 の 観 点 か ら ⽯ 炭 を エ ネ ル ギー 源 と 
し て 選 択 せ ざ る 得 な い 国 に 限 り （⽀ 援 を ⾏ う）」 と い う 要 件 に 反 し て い ま す。  
 
理 由 3 ︓ バ ン グ ラ デ シュ に 展 開 す る 製 造 業 等 の カー ボ ン フッ ト プ リ ン ト を ⾼ め、 同 国 企 業 及 
び 同 国 に 進 出 す る ⽇ 本 企 業 の 国 際 競 争 ⼒ を 低 下 さ せ る こ と  
  バ ン グ ラ デ シュ に お い て 新 規 の ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 所 を 建 設 す る こ と は、 同 国 の 炭 素 排 出 を ⻑ 期 
間 に わ たっ て ロッ ク イ ン す る こ と に な り ま す。 バ ン グ ラ デ シュ に お い て、 こ れ 以 上 ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 
発 電 へ の 依 存 度 が ⾼ く な れ ば、 同 国 企 業 及 び 進 出 企 業 に とっ て、 製 造 過 程 に お け る 炭 素 排 出 
量 （カー ボ ン フッ ト プ リ ン ト） が ⾼ く な り ま す。 そ の 結 果、 サ プ ラ イ チェー ン に お け る 脱 炭 
素 を 求 め る メー カー か ら の 受 注 の 機 会 を 失 う 可 能 性 が あ り、 バ ン グ ラ デ シュ の 国 際 競 争 ⼒ が 
低 下 す る こ と に な り ま す。 さ ら に、 RE100 加 盟 企 業 の よ う に 再 ⽣ 可 能 エ ネ ル ギー に よ る 電 
⼒ 調 達 を ⽬ 指 す 企 業 の 事 業 進 出 を 阻 む こ と と な り か ね ま せ ん。  
 
理 由 4 ︓ マ タ バ リ ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 フェー ズ 1 事 業 に お い て 深 刻 な 環 境 社 会 影 響 が ⽣ じ て お り、 
JICA 環 境 社 会 配 慮 ガ イ ド ラ イ ン を 満 た し て い な い こ と  
  マ タ バ リ 地 域 は ⼈ ⼝ 密 度 が ⾮ 常 に ⾼ く、 JICA が ⽀ 援 中 の フェー ズ 1 事 業 に よっ て、 多 く の 
⼈々 が 直 接 的・ 間 接 的 に 負 の 影 響 を 受 け て い ま す。 マ タ バ リ ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 フェー ズ 1 事 業 で 
は、 40 世 帯 以 上 の 住 ⺠ 移 転 が ⾏ わ れ、 塩 ⽥ や エ ビ 養 殖 場 の 収 容 に よ り、 多 く の ⼈々 が ⽣ 活 
⼿ 段 を 失 い ま し た。 し か し、 補 償 ⽀ 払 の 遅 延 や 代 替 住 宅 提 供 の 遅 延 な ど に よ り、 「補 償 は、 
可 能 な 限 り 再 取 得 価 格 に 基 づ き、 事 前 に ⾏ わ れ な け れ ば な ら な い。 相 ⼿ 国 等 は、 移 転 住 ⺠ が 
以 前 の ⽣ 活 ⽔ 準 や 収 ⼊ 機 会、 ⽣ 産 ⽔ 準 に お い て 改 善 ⼜ は 少 な く と も 回 復 で き る よ う に 努 め な 
け れ ば な ら な い。」 と 定 め た JICA 環 境 社 会 配 慮 ガ イ ド ラ イ ン を 満 た し て い ま せ ん。 ま た、 
灌 漑 ⽤ ⽔ 路 や ⽔ ⾨ の 破 壊 に 伴 う 浸 ⽔ 害 の 悪 化、 コ ミュ ニ ティ 道 路 の 破 損、 交 通 事 故 の 増 加、 
河 川 へ の ⼟ 砂 流 ⼊・ 堆 積 の 問 題 が ⽣ じ、 地 元 住 ⺠ の ⽣ 活 に 多 ⼤ な 負 の 影 響 を 及 ぼ し て い ま 
す。 地 元 住 ⺠ は こ れ ら の 問 題 解 決 を 実 施 機 関 及 び JICA に 繰 り 返 し 求 め て き ま し た が、 改 善 
の ス ピー ド は 極 め て 遅 い 状 況 で す 。  5

 
  し た がっ て、 ⽇ 本 政 府 は、 マ タ バ リ ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 電 フェー ズ 2 事 業 を ⽀ 援 す る べ き で は あ り 
ま せ ん。  
 
問 い 合 わ せ 先 ︓  
「環 境・ 持 続 社 会」 研 究 セ ン ター （ JACSES ）、 担 当 ︓ ⽥ 辺  
電 話 ︓ 03-3505-5553 、 メー ル ︓ tanabe@jacses.org  
 
賛 同 団 体 ︓  
350   Asia,   Asia  
350   Pilipinas,   Philippines  
Bangladesh   Poribesh   Andolon   (BAPA),   Bangladesh  

4  IEEFA,   “Bangladesh’s   coal   expansion   plans   stir   criticism”   (June   26,   2019)  
https://ieefa.org/ieefa-update-bangladeshs-coal-expansion-plans-stir-criticism/  
5  「環 境・ 持 続 社 会」 研 究 セ ン ター （ JACSES ） 「ファ ク ト シー ト ︓ マ タ バ リ 超々 臨 界 圧 ⽯ 炭 ⽕ ⼒ 発 
電 事 業」 （ 2019 年 8 ⽉）  
http://sekitan.jp/jbic/wp-content/uploads/2019/08/Matarbari-Factsheet-20190801_JP.pdf  

https://ieefa.org/ieefa-update-bangladeshs-coal-expansion-plans-stir-criticism/


Bangladesh   Working   Group   on   External   Debt   (BWGED),   Bangladesh  
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Oil   Change   International,   United   States  
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Pakistan   Fisherfolk   Forum,   Pakistan  
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